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２００８年９月２５日
ＪＲ東海労働組合ＪＲ東海労ニュース

９月２５日付『中央ジャーナル』は、ＪＲ東労組が進めてい

る『週刊現代』名誉毀損裁判で、執筆者の西岡研介記者に偽証

の疑いが出てきたと報道しました。東京地検特捜部の捜査によ

ると、西岡記者の取材源となった警視庁公安部の内部資料に疑

いがあると見ています。

注目すべき点は、その内部資料の情報源とされる警視庁公安

部Ｂ氏と共に密談をしていたのが、なんとＪＲ東海幹部だとい

うのです。つまり、ＪＲ総連破壊策動にＪＲ東海が関与してい

たということです。

また、西岡記者を愛し

てやまないＪＲ連合・Ｊ

Ｒ東海ユニオンのこの間

の主張は、すべてデマと

いうことになります。

ＪＲ東海ユニオンよ、こ

れでも西岡記者に財政的

支援を続けるの？テロリ

ストキャンペーンに加担

した罪は非常に重い！

ＪＲ東海ユニオン組合員

の皆さん、犯罪行為を続

ける幹部と決別しよう！

西岡研介 のデッチ上げ記事に記者
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(文中の赤線は、
）編集のものです


